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埼玉愛宕山古墳　ＤＡＴＡ

〇墳長約 55ｍの前方後円墳
　鍵穴形平面形態の墳墓
〇長方形二重周堀
　墳墓のまわりを二重の堀が
めぐる
〇調査歴
　昭和 56年度（1981）
　令和３年度（2021）～
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調査成果と課題
◆　成果

①　古墳の構造解明へ前進

　⇒�　古墳の構造の鍵となる立体的な情報を取得できました。具
体的には、墳丘の「墳

ふんちょう

頂」から「墳
ふんすそ

裾」へ至る高さと傾斜が
初めて明らかになりました。また、墳丘の周囲をめぐる「内
堀」・「中堤」・「外堀」の付属施設の深さ・幅・傾斜も明らか
になり、全体の復元に必要な情報が蓄積できました。

②　古墳東側で須恵器多数みつかる

　⇒�　古墳の墳丘と内堀から多種類の須恵器がみつかりました。
出土状況から、「墳丘テラス」と呼ばれる平坦な面に須恵器
が置かれていた可能性が高まりました。埋葬施設を除けば、
墳丘東側でまとまった須恵器がみつかるのは埼玉古墳群では
初の事例となります。

③　古墳東側で多種類の形象埴輪配置か

　⇒�　内堀の墳丘側と中堤側でそれぞれ多種類の形象埴輪がみつ
かりました。とくに中堤東側の形象埴輪は過去の調査でも確
認されていたため、その様相の解明が期待されます。形象埴
輪配置が古墳西側に偏る埼玉古墳群のなかでは、愛宕山古墳
の形象埴輪の出土状況は非常に珍しい現象といえます。

◆　課題

①　後円部の構造と埋葬施設が不明

　⇒�　今後の調査によって後円部の構造が把握できる情報を取得
する可能性は残されています。

②　古墳の築造時期が不明

　⇒　出土遺物の詳細な調査研究による解明を目指しています。
　※解明後は報告書で公表、展示・講座で活用する予定です。
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